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郵便局を訪れた沼宮内保育所の園児たち。初めて手紙を出す郵便局を訪れた沼宮内保育所の園児たち。初めて手紙を出す
という山下という山下瑞瑞

み ず きみ ず き

生生君（５）㊧は、元気な笑顔の絵を描いたはがき君（５）㊧は、元気な笑顔の絵を描いたはがき
を手に、わくわくの表情を浮かべ投函しました。を手に、わくわくの表情を浮かべ投函しました。
（４月19日、沼宮内郵便局）…関連記事５㌻（４月19日、沼宮内郵便局）…関連記事５㌻

■主な記事■主な記事

はじめての手紙はじめての手紙
わくわく！わくわく！

● 入学式ほか…２～３㌻● 入学式ほか…２～３㌻
● 劇団「老止座」初演…４㌻● 劇団「老止座」初演…４㌻
● 沼宮内保育所郵便ポスト清掃…５㌻● 沼宮内保育所郵便ポスト清掃…５㌻
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安
全
な
登
下
校
を

安
全
な
登
下
校
を

北
上
川
守
る
一
員
に

北
上
川
守
る
一
員
に

水
堀
小
リ
バ
ー
キ
ッ
ズ
入
団
式

各
校
で
交
通
安
全
教
室

　

春
、新
入
学
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、４
月
４
日
か
ら
９
日
に
か
け

て
町
内
13
の
公
立
小
中
高
校
で
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

北
山
形
小（
河
井
彰
校
長
、児
童

20
人
）で
は
８
日
、例
年
よ
り
も
多

い
７
人
が
入
学
し
ま
し
た
。
男
子

３
人
、女
子
４
人
の
か
わ
い
ら
し

い
新
入
生
た
ち
は
、先
生
に
先
導

さ
れ
緊
張
の
面
持
ち
で
入
場
。
式

典
で
は
、１
人
ず
つ
名
前
を
呼
ば

れ
る
と
、「
は
い
！
」と
元
気
な
返

事
と
と
も
に
、張
り
切
っ
て
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。
河
井
校
長
は
新

入
生
た
ち
に
、「
元
気
よ
く
あ
い

さ
つ
す
る
こ
と
。
友
達
と
仲
良
く

す
る
こ
と
。
こ
の
二
つ
を
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
学
校
生
活

の
目
標
を
話
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
新
入
生
は
、小
学
校

１
０
５
人（
昨
年
１
０
３
人
）、中
学

校
１
１
８
人（
同
１
１
４
人
）、沼
宮

内
高
60
人（
同
68
人
）の
計
２
８
３

人
。
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、学
校

生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

北
上
川
源
泉
の
地
の
水
堀
小
学

校（
佐
藤
真
校
長
、児
童
48
人
）は
４

月
22
日
、北
上
川
の
愛
護
活
動
に
取

り
組
む
同
校
リ
バ
ー
キ
ッ
ズ
ク
ラ

ブ
の
入
団
式
を
行
い
、６
人
の
新
１

年
生
が
ク
ラ
ブ
の
一
員
に
な
り
ま

し
た
。
入
団
式
で
は
、団
長
の
沢
口

彪ひ
ょ
う

君（
６
年
）が「
上
流
に
住
む
僕

た
ち
が
、ご
み
を
捨
て
る
と
宮
城
県

の
石
巻
市
に
た
く
さ
ん
の
ご
み
が

行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
、僕

た
ち
は
川
の
周
り
を
き
れ
い
に
し

ま
し
ょ
う
。
一
つ
で
も
ご
み
が
あ

　

入
学
式
翌
日
か
ら
元
気
に
登
校

す
る
黄
色
い
帽
子
の
新
１
年
生
た

ち
。
交
通
事
故
の
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
、町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

（
民
部
田
幾
夫
会
長
）と
岩
手
警
察

署（
岩
沢
嘉
彦
署
長
）は
協
力
し
て

交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

４
月
10
日
は
、町
内
の
６
カ
所

で
黄
色
い
羽
根
を
街
頭
配
布
。
町

交
通
安
全
母
の
会
な
ど
が「
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
気
を
付
け
て

ね
」と
声
を
掛
け
な
が
ら
黄
色
い

羽
根
を
配
り
、児
童
の
登
校
を
見

守
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、交
通
安
全
教
室
は
４
月

か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
て
、小
中

学
校
の
ほ
か
、保
育
所
や
幼
稚
園

な
ど
19
カ
所
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
４
月
19
日
は
、浮
島
小（
沢
田

晶
子
校
長
、児
童
13
人
）で
同
教
室

が
開
か
れ
、町
交
通
指
導
員
な
ど

が
２
人
の
新
１
年
生
に
安
全
な
道

路
の
渡
り
方
を
指
導
。
２
年
〜
６

年
生
は
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方

や
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
身
に
付

け
ま
し
た
。

◎
町
内
公
立
学
校
の
児
童
・
生
徒
数

学校名 入学者数 全校児童数 学校名 入学者数 全校生徒数
沼宮内小 46 310 沼宮内中 70 211
川 口 小 24 166 川 口 中 26 86
北山形小 7 20 一方井中 18 61
一方井小 16 90 東 部 中 4 13
浮 島 小 2 13 小　計 118 371
水 堀 小 6 48 高等学校
久 保 小 3 20 沼宮内高 60 188
岩瀬張小 1 14 合　計 283 1,240
小　計 105 681 ※平成25年４月現在

る
と
汚
く
見
え
る
の
で
、残
さ
ず
に

ご
み
を
取
り
ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ

つ
。
新
た
に
活
動
に
加
わ
る
新
１

年
生
一
人
一
人
に
佐
藤
校
長
か
ら

水
色
の
帽
子
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
後
、児
童
た
ち
は
地
域
の
人

た
ち
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ

ん
ず
の
里
、国
土
交
通
省
二
戸
国

道
維
持
出
張
所
の
職
員
ら
と
一
緒

に
、川
の
駅
や
御
堂
新
田
の
滝
の

周
辺
、国
道
４
号
沿
い
な
ど
を
丁

寧
に
清
掃
。
き
れ
い
な
北
上
川
を

守
る
活
動
に
励
み
ま
し
た
。

入
学
お
め
で
と
う

入
学
お
め
で
と
う13

校
２
８
３
人
が
入
学

①

②③

④

⑤

⑥

佐藤校長から一人一人に帽子が贈られ、入団が認められました

交通指導員の指導を受け、道路の安全な渡り方を練
習する浮島小の１年生三浦煌

こうが

河君㊧と大巻聖
せいな
奈さん

①立派に入学式に臨む北山形小７人の新入生
②少し緊張気味の入場③元気な返事を体育館
に響かせる小沢朱

し ゅ り

莉さん④⑤⑥在校生や先生
方、地域の人たちが新入生を温かく迎えます
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い
つ
も
あ
り
が
と
う
！

感
謝
を
込
め
て
20
年
目
の
ポ
ス
ト
清
掃

　

沼
宮
内
保
育
所
（
谷
地
幸
子
所

長
、
児
童
67
人
）
は
４
月
19
日
、

沼
宮
内
郵
便
局
前
の
ポ
ス
ト
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
同
保
育
所
ゆ
り
組
の

年
長
児
20
人
が
参
加
。
小
雨
が
降

る
中
、
雑
巾
を
手
に
一
生
懸
命
ポ

ス
ト
を
磨
き
、
家
族
な
ど
に
宛
て

た
手
紙
を
投
函
し
ま
し
た
。ま
た
、

児
童
た
ち
は
、「
い
つ
も
手
紙
を

届
け
て
く
れ
て
、
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
感
謝
の
言

葉
を
添
え
て
用
意
し
て
き
た
絵
を

同
局
に
贈
呈
。高
橋
英
雄
局
長
は
、

「
雨
の
日
も
雪
の
日
も
頑
張
っ
て

届
け
ま
す
」
と
答
え
、
受
け
取
り

ま
し
た
。

　

４
月
20
日
の
郵
政
記
念
日
に
合

わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
行
事

は
、
沼
宮
内
郵
趣
会
の
働
き
掛
け

で
始
ま
り
今
回
で
20
年
目
。
同
保

育
所
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い

ま
す
。
同
会
の
吉
田
幸
助
さ
ん

（
79
）
＝
上
大
町
＝
は
、「
郵
便
局

の
仕
事
を
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
、
高
橋
局
長
は

「
自
分
の
手
で
文
字
や
絵
を
書
き
、

送
っ
た
り
、
も
ら
っ
た
り
す
る
手

紙
の
良
さ
を
感
じ
る
き
っ
か
け
に

な
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

①小雨が降る中、一生懸命ポストを磨い
てきれいにする児童たち②特別にポスト
の中を見せてもらいました③局内も見学
し家族などに宛てた手紙を投函④「いつ
もありがとう」と感謝を込めた絵を贈呈

①②

③

④

劇
団「
劇
団「
老老お

と

め

ざ

お

と

め

ざ

止
座
止
座
」が
初
演

」が
初
演

　

町
保
健
推
進
員
委
嘱
状
交
付
式

と
表
彰
式
が
４
月
３
日
、
プ
ラ
ザ

あ
い
で
行
わ
れ
、
本
年
度
新
た
に

同
推
進
員
と
な
る
２
人
に
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
た
ほ
か
、
10
年
間
に

わ
た
り
町
推
進
員
と
し
て
尽
力
し

た
７
人
が
永
年
精
勤
保
健
推
進
員

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
超
高

齢
社
会
の
課
題
を
み
ん
な
で
考
え

て
い
こ
う
と
元
保
健
推
進
員
や
元

町
職
員
な
ど
で
結
成
さ
れ
た
劇
団

「
老お

と
め止
座ざ

」（
久
保
隆
造
座
長
）
が

劇
団
の
初
演
と
な
る
寸
劇
を
披
露

し
ま
し
た
。
寸
劇
は
、
健
康
を
気

に
し
な
が
ら
暮
ら
す
老
夫
婦
が
、

遠
く
に
住
む
息
子
よ
り
近
所
の
人

や
保
健
推
進
員
を
頼
り
に
生
き
て

い
こ
う
と
い
う
話
。
お
じ
い
さ
ん

（
花
沢
敏
子
さ
ん
＝
下
苗
代
沢
２

＝
）
は
劇
中
、「
オ
ラ
の
よ
う
な

じ
い
さ
ん
に
、
声
を
掛
け
て
も
ら

う
と
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思
う

よ
な
」
と
お
ば
あ
さ
ん
（
沢
口
利

江
さ
ん
＝
太
田
＝
）
に
し
み
じ
み

と
語
り
、
保
健
推
進
員
に
よ
る
声

掛
け
や
地
域
で
高
齢
者
を
見
守
る

こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

観
劇
し
た
保
健
推
進
員
た
ち
は
、

登
場
人
物
の
セ
リ
フ
に
う
な
ず
き

な
が
ら
、
コ
ミ
カ
ル
な
演
技
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、同
推
進
員
協
議
会（
竹

田
裕
子
会
長
、
会
員
１
２
４
人
）

の
総
会
と
研
修
会
も
開
か
れ
、
出

席
者
は
、
健
康
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
へ
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　第44回全国高校選抜ホッケー大会（３月23日～ 27日、東京
都日野市ほか）に出場した沼宮内高の男女ホッケー部が４
月３日、役場教育長室を訪れ、第３位入賞を報告しました。
　当日は、小田島均校長と男子の田村保監督、小沢諒主将
（３年）、泡渕翔太副主将（同）、女子の佐々木正人監督、高橋
琴美主将（３年）、武田恵里奈副主将（同）が３位の賞状と盾
を持って来庁。男子の小沢主将は「悔しい３位になってし
まった。これから体力面、技術面が向上できるよう頑張っ
ていきたい」、女子の高橋主将は「たくさん課題を見つける
ことができた」と前を向き、両主将とも「夏のインターハイ
では優勝できるよう頑張りたい」と意気込みを話しまし
た。平沢勝郎教育長は、「部活だけではなく、普段からの
気構えを持って、ぜひ栄冠を勝ち取ってほしい。町民みん
なが期待しています」と力強く激励しました。

全国選抜３位を報告
夏の全国制覇を誓う

全国３位を報告し、夏の全国制覇を誓う男子小沢諒主将㊧

沼宮内高男女ホッケー部

〇受賞者（写真左から）　土屋美智子さん（54）＝犬袋、瀬川浩美
さん（51）＝野原、田村せつ子さん（53）＝黒石、田村真知子さ
ん（58）＝下黒内、田村千恵子さん（70）＝下苗代沢２＝。ほか、
宮崎トキさん（66）＝一方井、本田トシ子さん（66）＝下町＝

永年精勤永年精勤
保健推進員表彰保健推進員表彰

寸
劇
通
し
て
高
齢
社
会
を
考
え
る

ユーモアを交えながら高齢社会の課題を訴える劇団「老止座」の寸劇

行政相談委員

田
た む ら

村 禮
れ い こ

子さん

　町内担当の行政相談委員に田村禮子
さん（72歳）＝子抱＝が総務大臣から委
嘱されました。
　行政相談委員は、国の仕事のほか、Ｎ
ＴＴ東日本、東日本高速道路株式会社、
国立病院機構などの特殊法人や独立行
政法人などが行う仕事について、苦情や
意見を受け、助言をしたり、関係機関へ
の通知などにより、皆さんの声を行政運
営の改善に役立てる仕事を行います。

　田村委員の任期は２年。毎月20日（20
日が土・日・祝日の場合、その前の平
日）午前９時～正午、町勤労青少年ホー
ム（沼宮内公民館）で相談所を開設して
います。悩み事や要望などありました
ら気軽に相談ください。相談は無料で、
秘密は守られます。

【相談日などの問い合わせ先】　役場総
務課地域安全係 　62-2111内線203

行
政
相
談

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

No.285

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係 62-2111［内線217］まで

Topics01

新
年
度
の
成
長
と
活
躍
を
誓
う

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
結
団
式

Topics02

１
４
０
年
の
歴
史
を
振
り
返
る

沼
宮
内
小
で
開
校
記
念
の
行
事

No.285

旅の思い出は心の財産
遠
え ん ど う

藤 金
き ん さ く

作 さん（81）=今松=

いつか
どこかで

　

こ
と
し
で
１
４
０
周
年
を
迎
え

る
沼
宮
内
小（
浅
野
尚
之
校
長
、児

童
３
１
０
人
）は
、開
校
記
念
日
の

４
月
12
日
、記
念
行
事「
沼
宮
内
小

学
校
の
歴
史
を
知
る
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、同
小
の
元
校
長
・
橋
本

壽す

み

お
美
男
さ
ん（
79
）＝
境
田
＝
が
講

師
と
な
り「
沼
宮
内
小
学
校
の
思
い

出
」と
題
し
て
講
話
。
明
治
６
年

（
１
８
７
３
年
）に
開
校
し
た
同
小

の
歴
史
や
昭
和
45
年
か
ら
の
８
年

間
を
教
員
と
し
て
、ま
た
、平
成
４

年
か
ら
２
年
間
、第
30
代
校
長
と
し

て
勤
務
し
た
思
い
出
話
を
語
り
ま

　

平
成
25
年
度
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
結
団
式
は
４
月
14
日
、森
の
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、町
内
の
ス
ポ
少
団
員

や
指
導
員
、父
母
な
ど
約
２
５
０

人
が
参
加
。
式
で
は
、各
単
位
団

か
ら
本
年
度
の
入
団
人
数
の
報

告
を
受
け
、宮
崎
雄
司
町
ス
ポ
少

本
部
長
が
入
団
を
承
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、民
部
田
幾
夫
町
長
が
、

「
団
員
の
皆
さ
ん
が
こ
の
１
年
、ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
元
気
に
生
活
で

き
る
年
に
な
る
よ
う
期
待
し
ま

す
」と
激
励
。
12
単
位
団（
団
員

１
６
８
人
、指
導
員
52
人
）を
代
表

し
て
、Ｉ
Ｎ
Ｃ
び
っ
き
ぃ
〜
ず
の

三
浦
朔さ

く
ら良

さ
ん（
沼
宮
内
小
６
年
）

が「
小
学
生
ら
し
く
生
き
生
き
と
、

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ら
し
く
堂
々
と
、

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
１
年

間
、頑
張
っ
て
い
く
こ
と
を
誓
い

ま
す
」と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

　

結
団
式
終
了
後
は
、各
単
位
団

ご
と
に
体
力
テ
ス
ト
を
実
施
。
立

ち
幅
と
び
や
５
分
間
走
な
ど
毎
年

恒
例
の
テ
ス
ト
で
自
分
自
身
の
体

力
を
把
握
し
、こ
と
し
１
年
間
の

成
長
と
各
種
目
で
の
活
躍
を
誓
い

ま
し
た
。

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

ひひととままちち

し
た
。
橋
本
さ
ん
は「
沼
宮
内
小
学

校
の
宝
物
は
何
で
し
ょ
う
。
そ
れ

は
、〝
み
ん
な
〞で
す
。
み
ん
な
は
、

原
石
。
勉
強
や
学
校
で
の
生
活
、地

域
や
家
庭
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

磨
き
、輝
か
せ
て
く
だ
さ
い
」と
話

し
、児
童
た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

会
の
最
後
に
は
、児
童
代
表
の

藤
沢
ま
つ
り
さ
ん（
６
年
）が
、「
歴

史
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、み
ん

な
で
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、よ
り
良

い
沼
小
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、

全
員
で
大
正
３
年
に
制
定
さ
れ
た

同
小
の
校
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

①

②③

①

② ③

④

④

①元校長の橋本さんが講話②真剣に話を聞く児童た
ち③お礼の言葉を述べる藤沢まつりさん④最後に
大正３年から歌い継がれる同小校歌を全員で斉唱

①森のアリーナに集結した団員たち②団員を代表
して誓いの言葉を述べる三浦朔良さん③④瞬発力
や持久力を把握し今後の活動に生かす体力測定

沖野康弘さんの長男

沖
お き の

野 友
ゆ う き

絆くん（上愛宕下）

勇気のある明るく元
気な子になってね

上沢一久さんの三女

上
かみさわ

沢 初
は つ ね

音ちゃん（石神）

いつもニコニコの
初音が大好きです！

１歳児健診に来てくれた
お子さんのかわいい笑顔
を紹介します。

ススママ
イイルル

ベベ

イイビビ　ー

ズズ

　「小学生のころは戦時教育の真っただ中で、夏は食糧増産のために畑の作業に
動員されたり、冬は縄ないなどの奉仕作業をしたものです」と話す金作さん。「終
戦を迎えたときは、敗戦の悔しさもさることながら、ほっとしたのが本音でした」
と当時を振り返ります。戦後は、農業に従事する傍ら、旅行を趣味とし全国を巡
りました。奥さんとの二人旅は47都道府県を制覇。「時刻表やガイドブックを見
ながら、自分で計画を立てるのがこだわり」と話し、綿密に計画された旅程表を見
せてくれました。「九州には９回行ったし、マイカーで北海道を１周したことも
あります。旅先の思い出は私の心の財産ですね」と穏やかな笑顔で話します。

畠山耕一さんの次女

畠
はたけやま

山 のぞみちゃん（橋場）

いつも元気でいて
くれてありがとう

三浦朋征さんの長女

すくすく元気に育っ
てね！

お子さんの紹介

な ま え　（ 地 区 ）
保護者から一言

柴田良成さんの長女

柴
し ば た

田  明
あかり

 ちゃん（下大町）
うちの子になってく
れてありがとう

夢はスポーツ選手
　将来は「たくさん点を取れるサッカー選手になり
たい」健留君と「速いシュートもしっかり止められ
るホッケーのゴールキーパーになりたい」新君は、
スポーツ選手に憧れる川口小の５年生。それぞれ、
「家に帰ってからもドリブルの練習をしている」、「少
年団で練習を頑張っている」と夢に向かって努力を
惜しみません。学校では給食委員と児童会副会長と
して活躍する二人。「苦手な国語を頑張りたい」、「執
行部でみんなの手本になれるようにしたい」とス
ポーツ以外にも目標を持って頑張っています。

田
た も な い

茂内 健
た け る

留 君 斎
さ い と う

藤  新
あらた

 君（川口小５年）三
み う ら

浦 心
こ こ ね

寧ちゃん（下浮島）
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政
と
住
民
の
懸
け
橋
に

○
行
政
連
絡
員
会
議
開
催

○
行
政
連
絡
員
会
議
開
催

「行政と住民の懸け橋」となる81人の行政連絡員に辞令を交付

行

▼2013.04.09

新
型
車
両
が
２
台
納
車

○
町
消
防
団
の
車
両
を
更
新

○
町
消
防
団
の
車
両
を
更
新

高座に上がり観衆を魅了する落語立川流の真打立川談慶さん

　

町
は
老
朽
化
し
た
消
防
団
車
両
を
更
新
し

３
月
28
日
、役
場
駐
車
場
で
交
付
式
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
、町
消
防
団
の
早
坂
信
一

団
長
を
は
じ
め
団
幹
部
、車
両
が
配
置
さ
れ

る
第
３
分
団
と
第
６
分
団
の
団
員
な
ど
が
出

席
。
民
部
田
幾
夫
町
長
が「
充
実
し
た
装
備

の
車
両
で
団
員
の
士
気
を
高
く
保
ち
、住
民

の
大
き
な
負
託
に
応
え
て
ほ
し
い
」と
話
し

て
車
両
を
交
付
す
る
と
、早
坂
団
長
は
、「
機

械
器
具
の
愛
護
に
努
め
、住
民
の
安
全
と
安

心
の
た
め
に
長
き
に
わ
た
り
使
用
し
ま
す
」

と
誓
い
ま
し
た
。

最
▼2013.03.28

○
立
川
談
慶
独
談
会

○
立
川
談
慶
独
談
会

プ

新車両の交付を受け防災への誓いを新たにする消防団員たち

　

北
日
本
銀
行
沼
宮
内
支
店（
佐
藤
彰
洋
支

店
長
）の
顧
客
が
集
ま
る
親
睦
団
体「
川
口

北き
た
ゆ
う
か
い

友
会
」（
大
沢
守
会
長
、会
員
25
人
）は
４
月

14
日
、地
域
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
、同
会
員
や
同
支
店
の
行
員
ら
17
人
が
参

加
。
国
道
４
号
川
口
バ
イ
パ
ス
を
歩
き
、歩
道

な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
を
拾
い
集
め
ま
し

た
。
大
沢
会
長
は
、「
毎
年
４
月
に
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、こ
と
し
は
例
年
よ
り
ご

み
が
少
な
く
、活
動
の
成
果
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
継
続
し
て
町
の
環
境
美
化
に
協

力
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

○
川
口
北
友
会
の
清
掃
活
動

○
川
口
北
友
会
の
清
掃
活
動

地

強い風にも負けず作業を終えた皆さん。おつかれさまでした

▼2013.04.14

域
の
環
境
美
化
に
協
力

▼2013.03.30

　

平
成
25
年
度
町
行
政
連
絡
員
会
議
は
４
月

９
日
、町
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
84
の
行
政
区
を
担
当
す
る
行
政

連
絡
員
81
人
を
代
表
し
て
、白
椛
武
正
さ
ん
＝

白
椛
＝
が
民
部
田
幾
夫
町
長
か
ら
辞
令
を
受

領
。
民
部
田
町
長
は
、「
行
政
連
絡
員
の
皆
さ

ま
に
は
、行
政
と
住
民
の
架
け
橋
と
し
て
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

行
政
連
絡
員
の
任
期
は
１
年
間
。「
広
報
い
わ

て
ま
ち
」を
は
じ
め
、「
政
策
ニ
ュ
ー
ス
」や
各

種
回
覧
文
書
な
ど
の
配
布
を
行
い
、住
民
の
情

報
共
有
の
一
翼
を
担
い
ま
す
。

ラ
ザ
あ
い
で
本
格
落
語

シーズン到来！どしどし利用を
○町総合運動公園利用案内 ▼2013

　春を迎えいよいよスポーツシーズン真っ盛り。運動
公園は皆さんの利用をお待ちしています。柔らかな光
と空気に包まれ、みんな楽しくレッツスポーツ!
【申込先】　（財）町体育協会  62-4835
【申し込み方法】　利用日の前月から電話で申し込みを
受け付けます。この時点では仮受け付けですので、利
用日の１週間前までに使用申請書を提出し、同時に使
用料も納入してください

【利用時間】　午前８時30分～午後10時（施設により異なる）
【休館日】　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）

施設名 各施設の特徴
スポーツ文化センター
森のアリーナ

アリーナ（横 34.5 ㍍×縦 38.4 ㍍）
ステージ（間口 15 ㍍×奥行 7.5 ㍍）
トレーニングルーム、リハーサル室　ほか

柔 剣 道 場 剣道場、柔道場　各１面
総合グラウンド 天然芝フィールド（100 ㍍× 130 ㍍）
テニスコート 砂入人工芝 4面（ナイター設備完備）
野 球 場 両翼 91 ㍍、センター 120 ㍍
ホ ッ ケ ー 場 人工芝コート（130 ㍍× 75 ㍍）
体 育 館 バレーボールコート 2面
多 目 的 広 場 ニュースポーツに最適な天然芝の広場

■総合グラウンド（１時間当たり）
半面使用 全面使用

一 般 2,000 円 4,000 円
高 校 生 以 下 1,000 円 2,000 円

照明なし 夜間照明利用
一 般 300 円 600 円
高 校 生 以 下 100 円 200 円

■ホッケー場（１時間当たり）
半面使用 全面使用

一 般 610 円 1,220 円
高 校 生 以 下 300 円    610 円

■体育館
■野球場

※暖房を使用するときは、1.5倍の額
※入場料などを徴収する場合は、２倍の額

※入場料などを徴収する場合は、２倍の額
※町外に住所がある人の使用は、２倍の額

8:00
～ 12:00

12:00
～ 17:00

8:00
～ 17:00

17:00
～ 22:00

12:00
～ 22:00

柔・剣道場 3,670 円 3,670 円 5,250 円 4,720 円 7,870 円

■テニスコート（１時間1面当たり）

■柔剣道場

■スポーツ文化センター「森のアリーナ」
8:30
～ 17:00

17:00
～ 22:00

多目的スペース
（アリーナ）

半面使用 610 円 730 円
全面使用 1,220 円 1,460 円

舞台設備（音響照明設備一式含む） 610 円 730 円

リハーサル室
（会議室）

小利用 100 円 120 円
中利用 200 円 240 円
大利用 300 円 360 円

トレーニングルーム
（1名当たり）

１時間 100 円　（50円）
回数券 1,000 円（500 円）

※（ ）内の料金は65歳以上

8:00
～ 12:00

12:00
～ 17:00

8:00
～ 17:00

17:00
～ 22:00

12:00
～ 22:00

ホ ー ル 7,870 円 7,870 円 10,500円 9,450 円 15,750円
研 修 室 360 円 360 円 520 円 420 円 630 円
談 話 室 210 円 210 円 420 円 310 円 520 円

※町外に住所がある人の使用は、２倍の額

※入場料などを徴収する場合は、２倍の額
※町外に住所がある人の使用は、２倍の額

※入場料などを徴収する場合は、２倍の額
※町外に住所がある人の使用は、２倍の額

グラウンド・スタンド 付属設備と料金
１時間 １日 更衣室（１時間）

更 衣 室（ １ 日 ）
スコアボード（１試合）
　　 〃　（ １ 日 ）
放送設備（１試合）
　　 〃　 （ １ 日 ）

210 円
1,050 円
1,050 円
3,150 円
520 円
1,570 円

高校生以下 310 円 2,100 円

一 般 730 円 5,250 円

※暖房を使用するときは、1.5倍の額
※入場料などを徴収する場合は、２倍の額
※町外に住所がある人の使用は、２倍の額

　

町
芸
術
文
化
協
会（
久
保
郁
子
会
長
）主
催

の「
ハ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
落
語
の
時
間
」

は
３
月
30
日
、プ
ラ
ザ
あ
い
で
開
か
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、落
語
家
の
立た

て
か
わ
だ
ん
け
い

川
談
慶
さ
ん
が
来

町
。
前
半
は
、立
っ
た
ま
ま
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
に
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
を
見
せ
て
話
す
独
特

の
ス
タ
イ
ル
で
創
作
落
語「
古
事
記
」を
披
露

し
、小
話
を
挟
ん
で
の
後
半
は
、高
座
に
座
り

古
典
落
語「
紺こ

う
や
た
か
お

屋
高
尾
」を
演
じ
ま
し
た
。
約

１
５
０
人
の
来
場
者
は
、軽
妙
な
語
り
口
と
登

場
人
物
を
演
じ
分
け
る
真
打
の
芸
を
堪
能
し
、

落
語
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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町
の
名
所
・
旧
跡
や
自
然
、歴
史
な
ど
を「
岩
手

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」会
員
が

毎
月
交
代
で
紹
介
し
ま
す
。今
月
の
ガ
イ
ド
は
、

武
田
吉
孝
さ
ん（
60
歳
）＝
下
黒
内
＝
で
す
。

「
黒
内
舘
跡
の
シ
ロ
バ
ナ
タ
ン
ポ
ポ
」

日本在来種のシロバナタンポポは西日本に行くほど多く、
北限は定かでないが、この辺りではほとんど見られない

まちの文芸
町立図書館
62-2877

岩手町観光ボランティアホームページ http://e-iwate.net/

俳
句

川
柳
席
題「
過
ぎ
る
」　

久
慈
正
和　

選

短
歌

【５月の休館日】　毎週月曜日。ただし、６日（月・
祝）は開館し、翌日７日（火）に休館します。

新着図書
ジャンル 書　　　名 著　　者

一般向け
小　説 アニバーサリー 窪　　美澄
実用書 木造建築の科学 高橋　俊介
実用書 学校教育と新聞活用 小原　友行

児童向け
絵　本 せんせいといっしょ 市川　里美
絵　本 はしをつくる エドワード・ミラー
読み物 家出しちゃった 藤田　千津

　５月３日～６日の連休中も開館していますの
で、ぜひご利用ください。

図書館の行事　

【開館時間】　９:00～ 18:00

◇おはなし会◇
【日時】　５月26日（日）午前11時～
【対象】　小学校就学前のお子さん
　読み聞かせボランティアの『おはなし
☆きらきら☆』によるおはなし会です。

〈
佳
作
〉

明
日
と
い
う
言
葉
を
使
い
過
ぎ
た
悔
い 　
　

柴
田　

満
子

夕
食
も
待
っ
て
る
僕
に
は
過
ぎ
る
妻 　
　

菊
池　

一
覚

食
べ
過
ぎ
も
飲
み
過
ぎ
気
づ
く
検
診
日 　
　

佐
藤　

小
草

〈
秀
逸
〉

歳
月
は
三
段
跳
び
で
過
ぎ
て
行
く 

　
　

馬
渕　
　

草

過
ぎ
て
か
ら
あ
れ
こ
れ
思
う
鈍
感
さ 

　
　

四
日
市
俊
悦

〈
特
選
〉

過
ぎ
去
れ
ば
記
憶
も
遠
く
消
え
て
ゆ
く 　
　

土
橋
は
つ
お

木で

く偶
の
坊
過
ぎ
た
る
愛
に
育
ま
れ 

　
　

自　
　
　

句

霊
峰
の
残
雪
眩
し
空
眩
し 

遠
藤　

金
作

春
色
の
服
身
に
ま
と
ひ
入
社
式 

遠
藤　

初
枝

被
災
地
の
花
見
牡
蠣
ぷ
く
ぷ
く
育
ち 

佐

藤　

栄

一
年
生
は
に
か
み
歩
む
母
の
後 

志
田　

悦
朗

ア
ル
バ
ム
に
遠
き
昔
や
春
ご
ろ
も 

柴
田　

ヒ
ノ

飽
き
易
き
子
と
口
づ
さ
む「
春
よ
来
い
」 

白
井　

梅
子

次
々
と
雲
に
入
る
鳥
又
お
い
で 

田
中　

定
憲

し
た
た
か
に
酔
ひ
さ
迷
へ
り
啄
木
忌 

山
口　

國
男

峡か
い
む
ら村
の
物
芽
ま
だ
ま
だ
日
の
薄う

す

し 

高
橋　

麗
子

　

現
在
、各
サ
ロ
ン
で
は
、そ
れ
ぞ
れ

に
工
夫
を
凝
ら
し
た
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
軽
体
操
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
の
ほ
か
、料
理
講
習
会
や
昼
食

会
、季
節
の
行
事
を
取
り
入
れ
た
り
、

温
泉
に
出
掛
け
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
で

　

町
は
、高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
、各
地
区
の
集
会
所
な
ど
を
会

場
に「
健
康
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」を
行

っ
て
い
ま
す
。
各
サ
ロ
ン
の
企
画
や

関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
、参
加
者

や
地
域
へ
の
周
知
、当
日
の
運
営
な

ど
は
、自
治
振
興
会
を
は
じ
め
と
す

る
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
14
年
に
４

地
区
の
自
治
振
興
会
で
始
ま
っ
た
こ

の
活
動
は
10
年
の
間
に
徐
々
に
広
が

り
、現
在
で
は
45
地
区
の
自
治
振
興

会
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

同
サ
ロ
ン
が
始
ま
る
前
、町
で
は
高

齢
者
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所
づ
く

り
や
、寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に

ど
ん
な
こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
こ

と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、平
成
13
年
度
に
策
定
し
た
町
健
康

増
進
計
画「
す
こ
や
か
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

21
」に
基
づ
き
、▼
仲
間
づ
く
り　

▼

自
分
ら
し
さ
と
生
き
が
い　

▼
一
病

息
災　

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、介
護
を
必

要
と
す
る
状
態
を
未
然
に
防
ぐ「
介
護

予
防
」と「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き

い
き
と
生
活
で
き
る
こ
と
」を
目
指
し

た
同
サ
ロ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

同
サ
ロ
ン
は
、昨
年
度
策
定
し
た「
第

２
次
す
こ
や
か
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
21
」で

も
高
齢
者
向
け
の
活
動
の
中
心
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

鉞
は
山
人
の
父
の
形
見
な
り
刃
先
を
研
げ
ば
面

影
浮
か
ぶ 

志
田　

悦
朗

あ
ぜ
道
に
ふ
き
の
と
う
摘
み
ふ
き
味
噌
を
作
り

て
夕

の
食
を
楽
し
む 

橋
本　

千
代

手
始
め
に
棚
田
の
畦
に
掛
け
し
火
の
や
ゝ
あ
る

風
に
勢
あ
が
れ
り 

山
口　

國
男

ふ
た
色
の
ね
こ
や
な
ぎ
取
り
仏
壇
に
供
え
楽
し

む
午
後
の
ひ
と
と
き 

横

沢　

泉

魔
の
雪
も
青
葉
の
陰
に
名
残
り
寄
せ
淋
し
き
不

思
議
い
ぬ
ふ
ぐ
り
咲
く 

佐
藤　

水
魚 ◇チビッコ映画会◇

　

私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
に
よ
く
遊
ん
だ
黒

内
舘
跡
は
、堀
の
跡
が
小
道
に
な
っ
て
い

て
、登
り
口
に
あ
る
大
き
な
サ
イ
カ
チ
の
木

の
根
元
に
春
、白
い
タ
ン
ポ
ポ
が
咲
き
ま

す
。
植
物
図
鑑
に
、「
本
州
関
東
以
西
、四
国
、

九
州
の
道
端
な
ど
に
生
え
る
多
年
草
」と
あ

る
シ
ロ
バ
ナ
タ
ン
ポ
ポ
で
す
。
町
内
で
見

ら
れ
る
の
は
、多
く
の
場
合
が
黄
色
い
セ
イ

ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
で
、シ
ロ
バ
ナ
タ
ン
ポ
ポ
は

ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
な

ぜ
、こ
の
場
所
に
咲
い
て
い
る
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、黒
内
舘
は
甲
斐（
山
梨
県
）の
武

田
家
が
滅
亡
の
折
、同
じ
先
祖
を
持
つ
南
部

家
を
頼
り
、奥
州
に
下
っ
て
黒
内
舘
に
土
着

し
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
と
き
に
種
子
が
紛
れ
込
み
、こ
の
場
所
に

ひ
っ
そ
り
と
咲
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か

な
ど
と
想
像
が
膨
ら
み
ま
す
。

年
齢
を
重
ね
て
も

元
気
に
過
ご
せ
る
地
域
へ

高
齢
者
の
元
気
の
源

す
。
参
加
者
か
ら
は
、「
み
ん
な
に
会

え
て
楽
し
い
」、「
『
元
気
？
』と
声
を

掛
け
て
も
ら
え
て
う
れ
し
い
」な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
、サ
ロ
ン
活
動
は
高
齢

者
の
元
気
の
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
３
月
末
現
在
、町
の
65

歳
以
上
の
人
口
は
４
千
７
９
８
人
、

高
齢
化
率
は
31
・
９
％
で
、こ
れ
か

ら
も
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
む
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
健
康
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」は
、地

域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、生
活
す

る
人
の
交
流
の
場
と
し
て
つ
な
が
り

を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
年
齢
を
重
ね

て
も
、誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
、「
住

民
に
よ
る
見
守
り
、地
域
づ
く
り
」を

活
動
に
取
り
入
れ
、さ
ら
な
る
充
実

を
図
り
ま
す
。

地域の地域の
協力者協力者

参加者参加者 行　政行　政
関係機関関係機関

充
実
図
る
サ
ロ
ン
活
動

【日時】　５月11日（土）午後２時30分～
　　　　５月23日（木）午後３時30分～
【対象】　幼児、小学生

地
域
に
支
え
ら
れ
10
年

健
康
い
き
い
き
サ
ロ
ン

今月は波柴佳美今月は波柴佳美
保健師からのお便りです保健師からのお便りです

高齢者の皆さんの
お宅に伺います

気軽に
ご相談ください

　　役場健康福祉課地域包括支援
センター  62-2111内線515、518

訪問する機関 電話番号 訪問する地区
在宅介護支援センター沼宮内
岩手町大字五日市10-172-6
（佐渡医院介護相談センター）

 62-4150 沼宮内地区の一部、
北山形地区、水堀地区

在宅介護支援センター川口
岩手町大字川口13-26-6
（ケアホーム川口内）

 65-3220
沼宮内地区の一部、
一方井地区、川口地区、
南山形地区

　町は、町内に住む70歳に到達し
た人と75歳以上の人を対象に「元
気ふれあい訪問」を在宅介護支援
センターに依頼し行っています。
　この訪問は､皆さんの健康や介護
の問題などについて話を聞き､必要
に応じて介護や福祉のサービスな
どを紹介するもので、在宅介護支援
センター沼宮内（佐渡医院介護相談
センター）と在宅介護支援センター

川口（ケアホーム川口内）の職員が
皆さんのお宅に伺います。健康や
介護のことなどで気になることが

「元気ふれあい訪問」
あれば気軽に相談ください。

軽体操で体も心もリフレッシュする参加者たち

健康いきいきサロンの活動は、さま
ざまな協力の下に成り立っています
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散歩

ヤ
ン
グ

No.299
【プロフィル】　くちき・みさき（18）＝犬袋＝。平成25年３月に沼宮
内高校を卒業し、同年４月、ＪＡ新いわてに就職。岩手中央支所に勤務。
血液型Ｏ型、やぎ座

　「同じ失敗を繰り返さないようにメモを取るようにしています」と
話す美咲さんは、今春高校を卒業して働き始めた新社会人です。「県
外に行ってみたいとも思いましたが県内に就職すると決め、今は地
元で働くことができてうれしいです」と話します。現在は、金融窓口
での業務を担当。「人と関わるのが好き。誰とでも仲良くできる性
格なので、窓口は合っている」と感じています。自動車の運転免許を
取得したばかりで、マイカーでのドライブが趣味という美咲さんの
理想の男性像は「優しくて笑顔がすてきな人」だとか。「仕事に早く
慣れて、お客さまに必要とされる人になりたい」と意気込み、胸の初
心者マークが外れる日を目指して、仕事に励んでいます。

必要とされる人になりたい

朽木 美咲 さん

合
っ
て
、ゆ
と
り
あ
る
計
画
的
な

農
作
業
に
努
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

万
が
一
の
事
故
に
備
え
て
労
災
保

険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。詳
細
は
、

岩
手
労
働
局
ま
た
は
盛
岡
労
働
基

準
監
督
署
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

○
役
場
農
林
環
境
課
農
林

振
興
係

62
‐
２
１
１
１
内
線

３
０
５
、３
０
６　

○
岩
手
労
働

局

０
１
９
‐
６
０
４
‐
３
０
０
１  

○
盛
岡
労
働
基
準
監
督
署

０
１
９
‐
６
２
１
‐
５
１
１
５

　

自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
納
期

限
は
５
月
31
日（
金
）で
す
。
広
域

振
興
局
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
税
通

知
書
に
よ
り
最
寄
り
の
金
融
機
関

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
転
居
し
た

人
は
広
域
振
興
局
に
連
絡
く
だ
さ

い（
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
）。

　
　

盛
岡
広
域
振
興
局
県
税
部

０
１
９
‐
６
２
９
‐
６
５
４
６

　

昨
年
の
大
型
連
休
中
、県
内
で

は
４
件
の
山
岳（
山
菜
採
り
）遭
難

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
山
に
入
る

カ
ワ
ト
ク
、カ
ワ
ト
ク
、フ
ェ
ザ

ン
、プ
ラ
ザ
お
で
っ
て
、自
衛
隊
岩

手
地
方
協
力
本
部　

　
自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本
部
広

報
班
０
１
９
‐
６
２
３
‐
３
２
３
６

　

町
は
、各
地
区
を
巡
回
し
狂
犬

病
の
集
合
注
射
を
行
い
ま
す
。
狂

犬
病
は
、人
畜
共
通
の
伝
染
病
の

中
で
最
も
恐
ろ
し
い
病
気
と
い
わ

れ
、狂
犬
病
を
防
止
す
る
た
め
に

法
律
で
飼
い
主
に
は
、生
涯
１
回

の
飼
い
犬
の
登
録
と
毎
年
１
回
予

防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
最
寄
り
の
会
場
で
忘
れ
ず
に

受
け
ま
し
ょ
う
。

【
日
程
】　

６
月
７
日（
金
）
〜
12

日（
水
）

【
会
場
】　

町
内
各
会
場

【
料
金
】　

○
注
射　

３
１
０
０
円

○
登
録　

３
０
０
０
円（
生
後
90

日
を
過
ぎ
て
未
登
録
の
場
合
）

【
持
参
す
る
も
の
】　

○
予
防
接
種

の
通
知
は
が
き　

○
愛
犬
手
帳

（
登
録
済
の
場
合
）

※
集
合
注
射
の
実
施
は
、年
１
回

（
春
季
）の
み
で
す
。
日
程
が
合
わ

ず
、集
合
注
射
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
は
動
物
病
院
で
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、

　

森
林
を
伐
採
、ま
た
は
開
発
す

る
際
は
、事
前
に
届
け
出
や
許
可

申
請
の
各
種
手
続
き
が
必
要
で

す
。
森
林
の
伐
採
や
開
発
計
画
が

あ
る
人
は
連
絡
、相
談
く
だ
さ
い
。

　

○
保
安
林
以
外
の
森
林
で

の
立
木
の
伐
採　

役
場
農
林
環
境

課
農
林
振
興
係

62
‐
２
１
１
１

内
線
３
０
３　

○
保
安
林
で
の

立
木
の
伐
採
や
土
地
の
形
質
の

変
更　

盛
岡
広
域
振
興
局
林
務
部

０
１
９
‐
６
２
９
‐
６
６
１
５

　

○
保
安
林
以
外
の
森
林
で
の
１

㌶
を
超
え
る
開
発
行
為　

盛
岡

広
域
振
興
局
林
務
部

０
１
９
‐

６
２
９
‐
６
６
１
６

　
「
慣
れ
と
油
断
が
事
故
の
も

と　

い
つ
も
の
作
業
も
ま
ず
確

認
！
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
６
月
15

日
ま
で
春
の
農
作
業
安
全
確
認
運

動
期
間
で
す
。農
業
機
械
の
転
倒
、

転
落
や
野
焼
き
に
よ
る
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
農
作
業
事
故
を

防
ぐ
た
め
に
家
族
で
声
を
掛
け

際
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
楽
し

い
登
山
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
入
山
す
る
山
を
家
族
に
知
ら
せ

る　

○
携
帯
電
話
な
ど
の
連
絡
手

段
を
確
保
す
る　

○
熊
よ
け
用
の

鈴
な
ど
を
所
持
す
る　

○
余
裕
を

も
っ
て
早
め
の
下
山
を
心
掛
け
る

　
岩
手
警
察
署

62
‐
０
１
１
０

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、盛
岡
以
南

と
は
異
な
る
地
上
設
備
条
件
に
お

い
て
、新
幹
線
の
時
速
３
２
０
㌔

ま
で
の
走
行
安
全
性
や
沿
線
環
境

対
策
に
関
す
る
基
礎
デ
ー
タ
を
収

集
す
る
た
め
、ま
た
、ト
ン
ネ
ル
内

で
の
時
速
３
６
０
㌔
走
行
時
の
車

軸
応
力
な
ど
の
基
礎
デ
ー
タ
取
得

を
目
的
に
走
行
試
験
を
実
施
し
ま

す
。
沿
線
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
実
施
区
間
】　

盛
岡
〜
八
戸
間

【
実
施
日
時
】　

６
月
４
日
、６
日
、

８
日
、11
日
、13
日
、15
日
、18
日
、

22
日
、25
日
、27
日
、29
日
、７
月
２

日
、４
日
、６
日
、９
日
、11
日
、16

日
、18
日
、20
日
、23
日
、25
日
、27

日
、30
日
の
そ
れ
ぞ
れ
午
後
11
時

ご
ろ
〜
翌
日
午
前
５
時
ご
ろ

　

東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
盛
岡

支
社
企
画
室

０
１
９
‐
６
２
５

‐
４
０
１
９

　

県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、県
な

ど
が
発
信
す
る
消
費
生
活
に
関
す

る
情
報
の
地
域
へ
の
伝
達
や
、被

害
防
止
の
た
め
に
啓
発
活
動
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
消
費
生
活
サ

ポ
ー
タ
ー
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
活
動
内
容
】　

①
県
民
生
活

セ
ン
タ
ー
か
ら
送
ら
れ
る
消
費
生

活
に
関
す
る
情
報
を
理
解
し
、で

き
る
範
囲
で
地
域
住
民
に
伝
達　

②
消
費
者
被
害
に
遭
っ
た
地
域
住

民
に
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
紹
介

す
る
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス　

③
消
費

生
活
に
関
す
る
地
域
の
情
報
を
県

な
ど
へ
提
供

【
応
募
資
格
】　

消
費
生
活
や
消
費

者
問
題
に
関
心
の
あ
る
人
で
、県

内
在
住
の
満
20
歳
以
上（
４
月
１

日
現
在
）の
人

【
登
録
期
間
】　

県
が
登
録
申
出
を

受
理
し
た
日
か
ら
平
成
26
年
３
月

31
日
ま
で

【
応
募
方
法
】　
登
録
申
込
用
紙
に
必

岩
手
町
役
場

　

62ｰ

２
１
１
１

お
知
ら
せ

 

問
い
合
わ
せ
先　
　

 

申
し
込
み
先

Iwatemachinnformation

６
月
９
日（
日
）午
前
９
時
〜
９
時

45
分
は
、役
場
駐
車
場
で
実
施
し

ま
す
の
で
、平
日
に
都
合
の
つ
か

な
い
人
は
、こ
ち
ら
で
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

役
場
農
林
環
境
課
環
境
係

62
‐
２
１
１
１
内
線
３
０
７
、

３
０
８

　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、各

種
子
育
て
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

講
習
会
開
催
中
は
子
育
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
託
児
を
行
い
ま
す

の
で
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

○
み
ん
な
で
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
体
験
し
よ
う

【
日
時
】　

５
月
14
日（
火
）午
前
10

時
〜

【
場
所
】　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
費
用
】　

無
料

【
持
ち
物
】　

バ
ス
タ
オ
ル

【
定
員
】　

10
組（
先
着
順
）

【
申
込
期
限
】　

５
月
10
日（
金
）

○
と
ん
と
ん
レ
ス
ト
ラ
ン

【
日
時
】　

５
月
30
日（
木
）午
前
11

時
40
分
〜

【
場
所
】　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
費
用
】　

２
７
０
円（
親
子
で
１

食
分
）

【
持
ち
物
】　

ご
飯
、箸
、お
茶
、お

子
さ
ん
の
歯
ブ
ラ
シ

【
定
員
】　

10
組（
先
着
順
）

【
申
込
期
限
】　

５
月
21
日（
火
）

　

・　
　

町
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー　

65
‐
２
１
３
１

　

首
都
圏
在
住
の
町
出
身
者
な
ど

で
組
織
す
る
岩
手
町
ふ
る
さ
と
会

（
及
川
喜
一
会
長
）は
、本
年
度
の

総
会
と
交
流
会
を
行
い
ま
す
。
首

都
圏
に
お
住
ま
い
の
町
出
身
者
に

参
加
の
呼
び
掛
け
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、町
内
か
ら
の
参
加
も

大
歓
迎
で
す
。

【
日
時
】　

６
月
１
日（
土
）午
後
３

時
。
受
け
付
け
は
午
後
１
時
30
分

か
ら

【
場
所
】　

東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

（
東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
２
）

０
３
‐
５
２
１
０
‐
４
６
０
０

【
会
費
】　

８
０
０
０
円

【
町
内
か
ら
の
参
加
に
つ
い
て
】　

町
内
か
ら
の
参
加
も
募
集
し
ま

す
。
人
数
は
10
人
程
度
で
、旅
費

な
ど
の
費
用
は
個
人
負
担
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

・
　

町
ふ
る
さ
と
会
事
務

局
・
役
場
企
画
商
工
課
企
画
広
報

係

62
‐
２
１
１
１
内
線
２
１
６

そ
の
他

要
事
項
を
記
載
し
、郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
送
付
。
ま
た
は
、電
子
メ
ー
ル
の

件
名
を「
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
登

録
希
望
」と
し
て
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
を
記
載
し
、申
し
込
み
く

だ
さ
い
。登
録
申
込
用
紙
は
、県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す　

○
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.pref.iw

ate.jp/

　
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
０
１
９

‐
６
２
４
‐
２
５
８
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
１
９
‐
６
２
４
‐
２
７
９
０

○
電
子
メ
ー
ルcb0001@

pref.
iw
ate.jp

　

海
上
自
衛
隊
東
京
音
楽
隊
は
、

「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
トin

盛
岡
」

を
開
催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で

す
が
、入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

【
日
時
】　
６
月
12
日（
水
）午
後
５
時

30
分
開
場　
午
後
６
時
30
分
開
演

【
会
場
】　

盛
岡
市
民
文
化
ホ
ー
ル

【
入
場
整
理
券
配
布
場
所
】　

盛
岡

市
民
文
化
ホ
ー
ル
、ア
ネ
ッ
ク
ス

募
集
し
て
い
ま
す

行
わ
れ
ま
す

消
費
者
被
害
防
止
に
協
力

■
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー

毎
年
１
回
愛
犬
の
た
め
に

■
狂
犬
病
予
防
注
射

５
月
31
日
ま
で
に
納
付
を

■
自
動
車
税
の
納
付
期
限

慣
れ
と
油
断
が
事
故
の
元

■
春
の
農
作
業
安
全
期
間

町
内
か
ら
の
参
加
も
歓
迎

■
町
ふ
る
さ
と
会
総
会

Iwatemachinnformation
伐
採
・
開
発
に
手
続
き
必
要

■
保
安
林・林
地
開
発
許
可
制
度

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
！

■
海
上
自
衛
隊
東
京
音
楽
隊

子
育
て
講
習
会
を
開
催
！

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

新
幹
線
走
行
試
験
を
実
施

■
Ｊ
Ｒ
東
日
本

山
菜
採
り
の
遭
難
に
注
意

■
岩
手
警
察
署
か
ら
お
願
い
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日（曜） 時　間 行　事　名 場　所
5（日）09:00 ～ 16:00高松宮賜杯軟式野球大会（1部）

岩手北予選
町野球場

8（水）09:30 ～ 16:00成分献血 町総合開発センター

12:45 ～ 12:00１歳６カ月児健康診査（平成23年9月
14日～11月8日生まれ）

町保健センター

9（木）09:45 ～ 00:00離乳食教室（平成24年12月～平成25年
１月生まれのお子さんの家族）

町保健センター

10（金）09:30 ～ 00:00妊婦教室１回目
（平成25年7月～10月出産予定の女性）

町保健センター

11（土）09:00 ～ 16:00 高円宮賜杯全日本学童軟式野球大会
マクドナルド・トーナメント岩手北予選

町野球場

16（木）10:00 ～ まんまと湯っこの会 老人福祉センター

20（月）09:00 ～ 12:00 人権・行政相談 町勤労青少年ホーム

22（水）10:00 ～ 15:30 盛岡年金事務所出張相談（要予約：盛
岡年金事務所 019-623-6211）

ゆはず交流館

23（木）10:00 ～ 00:00 子育てサロン “すくすく”
※未就学児とその保護者が対象です

町保健センター

24（金）10:00 ～ 15:00 自治振興会長会議（顕彰表彰伝達式） 町総合開発センター

25（土）09:00 ～ 16:00 全日本少年軟式野球大会　町予選 町野球場

10:00 ～ 14:30 第65回県高総体ホッケー競技 町ホッケー場

28（火）12:30 ～ 00:00
12:45 ～

9カ月児健康診査（平成24年8月生まれ）
6カ月児健康診査（平成24年11月生まれ）
1歳児健康診査（平成24年5月生まれ）
※乳幼児の検診を希望する人はどなたでもおいでください

町保健センター

30（木）08:30 ～ 16:00 ゆはずゲートボール大会2013 町総合グラウンド

31（金）10:00 ～ 11:30 県青少年劇場公演（小学校） 川口小学校

14:00 ～ 15:30 県青少年劇場公演（中学校） 森のアリーナ

日（曜） 時間 行事名 場所
2（日）07:30 ～ 12:00町消防団ポンプ操法・規律訓練競技会 役場駐車場

09:00 ～ 12:30第65回県民体育大会ホッケー競技 町ホッケー場

3（月）09:00 ～ 15:00特設人権相談 町勤労青少年ホーム

5（水）09:45 ～ 00:00離乳食教室
（平成25年2月生まれのお子さんの家族）

町保健センター

6

　

（木）

　

09:30 ～ 11:00
12:00 ～ 13:30
15:00 ～ 16:30

全血献血

　

ケアホーム川口
ニチコン岩手㈱
㈱遠藤製作所

13:30 ～ 15:30福祉のしごと定期出張相談 in岩手町 プラザあい

7（金）09:30 ～ 00:00妊婦教室2回目
（平成25年7月～10月出産予定の女性）

町保健センター
　

8（土）09:00 ～ 16:00全国スポ少軟式野球交流大会
岩手北予選

町野球場

9（日）07:15 ～ 11:40町消防演習 町総合グラウンド

町民カレンダー

※休日当番医、応援診療科は予定を変
更する場合がありますので、あらかじ
め電話で確認の上、来院ください。

一方井診療所
岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
県立中央病院附属
沼宮内地域診療センター

町内病院の電話番号

▼
▼

▼
▼

５月

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や広報などで
お知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

６月の行事予定

５月の行事予定

県立中央病院附属沼宮内
地域診療センター診療科

診療科 診療日 受付時間

脳神経外科 14 日 08:30 ～
11:00

循環器（内科） 13、20 日 13:00 ～
15:30

高血圧・
糖尿病外来 1、15 日 08:30 ～

完全予約制

小児科 10、24 日 13:00 ～
16:00

皮膚科 14、28 日 13:00 ～
15:30

耳鼻咽
いんこう

喉科 休診 ―

整形外科 17 日 08:30 ～
11:30

2（日）北上脳神経外科クリニック
9（日）沼宮内地域診療センター

▼
▼

▼

５月の応援診療科

診療科 診療日 受付時間

内　科 月曜～金曜日08:30 ～11:30
外　科 月曜～金曜日  8:30 ～11:30

▼

　62-2659
　61-2025

　61-3636
　62-2234
　62-3211
　62-2043
　62-1155

　62-2511

６月

休日当番医
【受付時間】　9:00～17:00

子どもの急な病気はかなしみ
こども救急相談電話

診療時間外の受診

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの ＃8000（ＰＨＳ、ダイヤル式 
　回線電話、ＩＰ電話は 019-605-9000）

■症状が軽い場合
　【受診場所】　盛岡市夜間急患診療所
　盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　 019-654-1080
　【受付時間】　午後7時～ 11時

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院
　下記予定表のとおり

　【受付時間】　午後5時～翌朝9時、土曜日は午後1時～ 5時
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡
　市夜間急患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の
　急病の子どもを受け入れます
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受
　診しましょう。また、重症な子どもの治療に支障をきたさ
　ないよう、まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください

「こころといのちを支えるいわて」
ひとりで悩まず下記にご相談ください。

■盛岡いのちの電話 019-654-7575（正午～午後 9時、
日曜日のみ午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター
019-622-6955（午前 9時～午後 4時 30 分）■役場健康
福祉課　 0195-62-2111（内線 518）

■当番病院の連絡先
【中　央】　県立中央病院
　　　　　　盛岡市上田1-4-1　 019-653-1151
【日　赤】　盛岡赤十字病院
　　　　　　盛岡市三本柳6-1-1　 019-637-3111
【医　大】　岩手医科大学附属病院
　　　　　　盛岡市内丸19-1　 019-651-5111
【こども】　もりおかこども病院
　　　　　　盛岡市上田字松屋敷11-14　 019-662-5656
【川久保】　川久保病院
　　　　　　盛岡市津志田26-30-1　 019-635-1305

　組数、人数の（ ）内は実数です。お婿さんお嫁さんは、
結婚して町内に住所がある人を掲載しています。
　広報に掲載を希望しない人は、届け出のときに町民
課にお話ください。

平成 25 年３月受け付け分

日 月 火 水 木 金 土
5/1
医大

2
中央

3
こども

4
中央

５
日赤

６
医大

７
川久保

８
中央

9
日赤

10
医大

11
中央

12
医大

13
中央

14
川久保

15
日赤

16
中央

17
中央

18
こども

19
医大

20
日赤

21
川久保

22
中央

23
中央

24
医大

25
中央

26
日赤

27
医大

28
中央

29
中央

30
日赤

31
医大

6/1
こども

2
医大

3
中央

4
川久保

5
日赤

6
医大

7
中央

8
中央

●生まれたお子さん●６人（７人）
▼２月

日 お名前 保護者 行政区

27 苅宿　心
ここみ

優 誠　人 下苗代沢2

4 新屋　　一
はじめ

敏　幸 二 ツ 森

10 佐々木夢
ゆづき

月 滋　人 上愛宕下

11 野月　佑
ゆうと
隼 一　隼 下 大 町

12 國枝　煌
こうし
祇 清　美 上 鴫 沢

22 千葉　澪
れいら

藍 和　幸 今 松

●お婿さん、お嫁さん● ４組（４組）

日 お名前 世帯主 行政区
2 中居　一也

竹田　貴美
本　人
広　志

紫 波 町
犬 袋

10 西市　　航
西野　　歩

研
靜　江

石 神
一 戸 町

15 大石　恵介
小野真紀子

淳
兵一郎

笈 の 口
奥 州 市

24 久保　香士
畑山　　幸

八重治
本　人

一 方 井
八幡平市

▼３月

●亡くなられた人● 14 人（16 人）
▼2月

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区
28 岩﨑太右衛門（78） 和　明 岩 崎

1 武田　フミ（88） 本　人 下 浮 島

1 佐 　喜三（79） タ　ツ 水 無

5 千葉　キク（94） 春　男 上五日市

7 田村　 江（79） 本　人 民 部 田

7 田中傳三郎（82） 朋　彦 下 浮 島

9 内村　勝見（92） 章 上苗代沢

10 松村　喜助（91） 本　人 下 浮 島

12 小澤　ヒデ（85） 啓　一 相 寅 瀬

14 志田　ヱツ（87） 悦　朗 柳 橋

17 丹内權四郎（83） 忠　男 中 田

20 三浦　マサ（90） 松　夫 太 田

22 藤原夕貴恵（36） 昭　子 大 森

24 三 浦　　 實（80） 松　山 太 田

▼３月

日（曜） 当番医
3（金）岩手沼宮内クリニック
4（土）沼宮内地域診療センター
5（日）一方井診療所
6（月）佐渡医院
12（日）さわやかクリニック
19（日）塚谷医院
26（日）塚谷医院

軽自動車税の納付期限は5 月 31 日（金）です
※口座振替の場合は5月27日（月）に指定の口座から引き落としになります

よろこび

▼３月



代表:山崎カツ（75）
　　  ＝丸泉寺＝
会員: ７人
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■
人
口
の
動
き（
H
25.3.31現

在
）　
※（
）内
は
前
月
比

　
人
口
/男
7,335（

△
42） 、女

7,694（
△
28） 　

計
15,029（

△
70） 、世

帯
/5,450（

△
6）

　
出
生
/7、 死

亡
/16、転

入
/50、 転

出
/111、外

国
人
住
民
/103人

※
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、人
口
、世
帯
数
は
外
国
人
住
民
を
含
む
数
を
掲
載
し
て
い
ま
す

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
最

後
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
紙「
広
報
い
わ
て
ま
ち
」

と
同
じ
く
、町
が
情
報
を
発
信

し
、住
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
す

る
た
め
の
手
段
の
一
つ
に
、町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
度
、そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
当
た
っ

て
は
、「
誰
も
が
使
い
や
す
く
、

分
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」を
目
標
と
し
ま
し
た
。
親

し
み
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

イ
ラ
ス
ト
を
多
用
し
、目
的
の

情
報
を
探
し
出
し
や
す
く
工
夫

し
て
い
る
ほ
か
、文
字
の
大
き

さ
を
変
え
た
り
、日
本
語
以
外

の
言
語
に
翻
訳
し
た
り
、施
設

の
場
所
を
地
図
で
表
示
す
る
な

ど
使
い
勝
手
が
以
前
よ
り
格
段

に
向
上
し
て
い
ま
す
。
ア
ド
レ

ス
は
、こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず 

http://w
w
w
.tow

n.iw
ate.

iw
ate.jp

で
す
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
で
も
見
ら
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、ご
覧
に
な
り
、生
活
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
。 

（
佐
藤
）

５月26日（日）まで開催
開館時間：午前９時～午後５時

会期中休館日はありません

 石神の丘美術館  62－1453

大
船
渡
市
出
身

三
浦
千
波
展

海
と
山
、

わ
た
し
の
ふ
る
さ
と

観覧料金：一般300円／大・高生200円／
　　　　　中学生以下無料

No.02

いきいきサ ルクーサ ルクー

「いきいきサークル」では、町内で活動するスポーツ、文化、ボランティアなどのサークル
や団体を紹介します。　　　  役場企画商工課企画広報係 62－2111内線217へ

　
「
ふ
る
さ
と
創
作
サ
ー
ク
ル
お
っ
ほ
小
学

校
」（
山
崎
カ
ツ
校
長
、会
員
７
人
）は
、南
山

形
地
区
の
主
婦
な
ど
が
集
ま
る
サ
ー
ク
ル
で

す
。
地
元
で「
お
っ
ほ
」と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ

る
ふ
く
ろ
う
の
人
形
を
手
作
り
し
、地
域
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
平
成
17
年
か
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。
愛
く
る
し
い「
お
っ
ほ
人
形
」

と
同
会
の
独
創
的
な
活
動
は
内
外
か
ら
評
価

さ
れ
、平
成
20
年
に
県
の「
元
気
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
１
０
０
選
」に
、昨
年
は
さ
ら
に
同
特
選

に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

お
っ
ほ
人
形
は
、ホ
ッ
ケ
ー
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
着
て「
ホ
ッ
ケ
ー
の
ま
ち
」を
Ｐ
Ｒ
し
た

り
、黄
色
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
交
通
安
全
を

呼
び
掛
け
た
り
と
、大
活
躍
。
平
成
19
年
か

ら
は
、毎
年
町
に
寄
贈
さ
れ
、母
子
手
帳
の
交

付
時
に
妊
婦
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
４
月
22

日
、こ
と
し
も
ま
た
１
０
０
個
の
お
っ
ほ
人

形
が
役
場
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
山
崎
校
長

は「
町
の
子
ど
も
た
ち
の
無
事
の
誕
生
と
健

や
か
な
成
長
を
願
っ
て
い
ま
す
。
全
部
な
く

な
る
く
ら
い
多
く
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
ほ

し
い
で
す
ね
」と
願
い
を
込
め
ま
す
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
願
い

人
形
贈
る
「
お
っ
ほ
小
学
校
」

大船渡市出身の女性画家が描くふるさとの風景
油彩・不透明水彩の作品63点を紹介しています

中川直人
希望、
1000人のポートレート展
3.11の被災地で描かれた
肖像画を紹介しています

前列左から 前列左から 佐藤敏枝佐藤敏枝さんさん
　　　   山崎カツ　　　   山崎カツさんさん
　　　   太布トシ　　　   太布トシさんさん

後列左から後列左から
太布禮子太布禮子さんさん
佐藤由美佐藤由美さんさん
滝沢フジエ滝沢フジエさんさん

①②

③

①おっほ小学校の皆さん
②2個１組のおっほ人形に
はメッセージを添え妊婦へ
③大小さまざまな人形は道
の駅「石神の丘」で販売。
また、旧南山形小に展示さ
れ月曜 10時～正午に見学可


